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長 [nm] での植生上端における反射スペクトル  は，植生層
の反射特性 v 及び透過特性 Tv，そして土壌層の土壌反射率
Rs の 3要素で表現される．
  v + T 2vRs (1)
次に，２つの光学特性 vと T 2v を，植生層の光学的厚さを表す
葉面積指数 LAI(L)で次のように表現する．
v = vmax(1  exp( k1L)) (2)
T 2v = exp( k2L) (3)
ここで，vmax = lim
L!1
v，k1 及び k2 はそれぞれ，v，














i! (Rs exp( Ltk2) vmaxki1 exp( Ltk1)) (i 6=0)
(5)
異なる波長  = (r; n) に式 (4) を適応することで，その部分空
間  = (r; n)におけるソイルアイソライン方程式が植生パラ







































































図 1 ３つの異なるセンサにおける r と n の BPF
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分光反射スペクトルにセンサ固有の BPF (図 1) を適応し，






































 =  ⋅ 
(
 )
 =  

 =  ⋅ 
 ⋅ 
()
: 	(	 , ) : 	(	 , )








































1;s;    ; Pm;s) (9)
Pi;s = ci;s;r + ci;s;n (10)
(;!; 0na) = (;!) + 
0(;!; 0na) (11)










また，u0; u1 は，それぞれ 0n 間関係式のオフセットと傾きを表





ンサによるシミュレーション結果とする．つまり，va を vb へ変
換する数値実験を考える．誤差の評価指標として，変換前の誤
差 (vb  va)，m = 1及びm = 3における変換誤差 (vb  v^1stb 及
び vb   v^3rdb ) の Mean Absolute Dierence (MAD) を計算し，






最後に，1 次の MAD の値と，各センサの設計段階で設定さ
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